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広報委員による
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次ページも「こどもまんなか」特集

　　　

「こどもまんなか応援サポーター」宣言
小川町議会は、こども家庭庁が掲げる
「こどもまんなか」の趣旨に賛同し
「こどもまんなか応援サポーター」に
就任することをここに宣言します。

地域の皆さんと、地域の皆さんと、
こどもたちの安全こどもたちの安全
な登校をサポートな登校をサポート
して７年目です！して７年目です！

小学生3 人の子育て小学生3 人の子育て
に奮闘中…です！に奮闘中…です！

こどもと大人をつこどもと大人をつ
なげるボランティアなげるボランティア
活動。ワクワクし活動。ワクワクし
ながら続けたい！ながら続けたい！

こどもたちの明るくこどもたちの明るく
元気な声が飛び交元気な声が飛び交
う町にしたい！う町にしたい！

ダウン症の息子ダウン症の息子
をお風 呂に入をお風 呂に入
れるのが日課でれるのが日課で
す！す！

こどもたちが地こどもたちが地
域の魅力を体験域の魅力を体験
できる機会づくりできる機会づくり
を継続中！を継続中！

困っているこど困っているこど
もを見かけたら、もを見かけたら、
やさしく声をかけやさしく声をかけ
ます！ます！

七夕のこども神七夕のこども神
輿の復活を応援。輿の復活を応援。
孫の送迎は私の孫の送迎は私の
役目です！役目です！

引き続き、かけ引き続き、かけ
がえのないこどがえのないこど
もたちの安全をもたちの安全を
見守ります！見守ります！

毎朝、登校の見毎朝、登校の見
守りを行ってい守りを行ってい
ます！ます！

防犯パトロール防犯パトロール
隊でこどもの見守隊でこどもの見守
りと、孫ファースりと、孫ファース
トをしています！トをしています！

令和7年6月13日（第2回定例会最終日）に、埼玉県内の町村議会としては初めてとなる

【こどもまんなか応援サポーター宣言】を行いました。これまで以上に、こどもたちが健康

で幸せに成長できる社会の実現を目指し、様々な「アクション」に取り組んでいきます！

岡部久志議員 関根慶則議員 五十嵐康博議員 稲村壌治議員 田端良成議員笠原規弘議員髙橋さゆり議員

田中立男議員 髙瀬 勉議員 山口勝士議員 大戸久一議員島﨑隆夫議員鈴木秀尚議員 笠原英彦議員

髙橋功人議長 田中照子副議長

こど
も

改 革

ア

クション

観 光
こどもまんなかアクション第１弾！
〜「こどもまんなか特別号」のお届け〜
表紙に登場してくれた元気ハツラツな6人をはじめ、

竹沢小学校の全面協力を受けて完成した今号が、

多くの皆さんの【心】に響き、こどもまんなかの輪

が広がることを期待します！

あと１年半で
竹沢小も閉校に。
「心の竹」で
グングン成長を！

孫活で多くのこ孫活で多くのこ
どもたちとの触どもたちとの触
れ合いを大切にれ合いを大切に
しています！しています！

こどもたちのこどもたちの
居場所を広げ居場所を広げ
たいです！たいです！

自宅前が通学自宅前が通学
路。「いってらっ路。「いってらっ
しゃい」「おかえしゃい」「おかえ
り」の声かけ！り」の声かけ！

学校運営協議会委学校運営協議会委
員として、こどもたち員として、こどもたち
を見守っています！を見守っています！

こどもたちを主眼に、こどもたちを主眼に、
地域住民の住環境地域住民の住環境
や道路の安全対策や道路の安全対策
を行っています！を行っています！

議会だより初の
ドローン撮影

竹沢小学校キャラクター
の「たけのこ　さわのこ」
です。大きな夢を持って
元気に育つことを応援し
ています。（赤松校長先生）
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次ページは「観光まんなか」特集

チョコレートが
好きなので

meijiに就職する

「こどもまんなか」宣言に基づく主なアクション
　
議会は、広報広聴活動で「こども・若

者の声」を積極的に発信します。

議会は、町民・企業・各種団体に「こ

どもまんなか」への参加を呼びかけ

ます。

議会は、町との協力で「子ども・子

育て支援」の充実を後押しします。

議会は、教育委員会との協力で「こ

ども議会や主権者教育」の充実に努

めます。

家族、モデル

家族を大切に
すること、推しグッズ

工業高校に行って
タミヤに入りたい

家族、友達、
パティシエ

ペットショップの
店員

こど
も

改 革

ア

クション

観 光

田谷柚葉さん

尾上真優さん

伏見柊斗さん

中嶋和星さん

岩嵜瑠愛さん

島田ちづるさん

櫻井優里花さん

石原維人さん

石川丈祐さん

神田総さん
笠原このかさん

若林蓮希さん

髙荷ほたるさん

家族、パン屋

自衛官

家族、大工

プログラミングをす
る仕事がしたい

機械系の仕事

ユーチューバー
（ゲーム実況）

ほのぼの正社員

日本代表
バレーボール選手

大学に行って
英語を学びたい

おいしくて
バランスの良い食事を
提供する料理人

佐藤光希さん

山田絢心さん

尾上翔哉さん

家族、
ぬいぐるみ、
タブレット、
テレビ、家

石川乃愛さん

Gikai's eye

「こどもまんなかアクション」の第１弾となった特集（表紙

〜P5）では、竹沢小の全校児童の皆さんに登場してもらい

ました。議会だよりでは初導入となったドローンでの空撮！

機材・技術の提供をしてくれた水島さん（地域活性化起業

人）にも感謝です。チャンス・チョイス・チャレンジ・チェ

ンジ。こどもたちの笑顔のために、議会の歩みは続きます…！

こどもたちの笑顔のために

＼竹沢小６年生１７人の／

「まんなか」おしえてー！
前頁に続き、登場して

くれたのは「竹沢小学

校6年生」の皆さん！

小学校生活も残り8か

月。「まんなか」と称し

て「今、大切にしてい
るコトやモノ。将来の
夢・希望」を聴きました。

議会は、これまで以上

に「次代を担うこども

達のためのアクション」

を図っていきます！
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次ページは「改革どまんなか」特集

賑わう道の駅で賑わう道の駅で
インタビューする委員インタビューする委員

道の駅リニューアル道の駅リニューアル
令和７年５月30日（金）

令和４年２月に策定された「道の駅おがわまち再整備基本計画」から、様々な議論が行 われ、３年３か月の時を経てリニューアルオープンを迎えました。

オープンしたての６月２１日（土）に、編集委員全員で賑わいを見せる「現場」に足を運び、 町外からの来場者を中心に、話を聴いてみました。

こど
も

改 革

ア

クション

観 光

小笠原敏孝小笠原敏孝さんさん（ふじみ野市）（ふじみ野市） 斉藤隆貴斉藤隆貴さんさん（ふじみ野市）（ふじみ野市）

田川正吾田川正吾さんさん
伊世伊世さんさん

芽依芽依さんさん

待ちに待った道の駅リニューアル。待ちに待った道の駅リニューアル。
隣の広場には遊具や「井戸」があって子どもたちも大喜び！隣の広場には遊具や「井戸」があって子どもたちも大喜び！
子どもが多いので「体験メニュー」はもう少し安いと嬉しいです（笑）。子どもが多いので「体験メニュー」はもう少し安いと嬉しいです（笑）。
青野青野さんさんファミリーファミリー（上尾市）（上尾市）

今回で2回目。混んでい今回で2回目。混んでい
るので、あまり施設内をるので、あまり施設内を
見ていません。見ていません。
駐輪場設備、特にスタン駐輪場設備、特にスタン
ドが非常にすばらしい。ドが非常にすばらしい。
この施設については、自この施設については、自
転車仲間でも話題になっ転車仲間でも話題になっ
ています。ています。

坂戸のお友達を早速誘って、訪問しました。坂戸のお友達を早速誘って、訪問しました。
こんなにきれいになって驚いています。ここんなにきれいになって驚いています。こ
れをきっかけに小川町の魅力が広がり他れをきっかけに小川町の魅力が広がり他
の地域からたくさん来てくれるといいなの地域からたくさん来てくれるといいな
と思います。素敵なうちわができました！と思います。素敵なうちわができました！

小川町周辺で仕事をしていたので、オープンした小川町周辺で仕事をしていたので、オープンした
ら家族で来てみたいと以前から考えていました。ら家族で来てみたいと以前から考えていました。
里山農園プレートハンバーグと里山野菜カレーは里山農園プレートハンバーグと里山野菜カレーは
おいしかった。おいしかった。
インスタ映えして、女性に受けそうですね。インスタ映えして、女性に受けそうですね。
田川田川さんさんファミリーファミリー（千葉県野田市）（千葉県野田市）

ふれあい広場で子どもたちと遊び、アイスクリーふれあい広場で子どもたちと遊び、アイスクリー
ムを食べて、楽しみました。売店は、試食が多ムを食べて、楽しみました。売店は、試食が多
くあり、商品も充実して手に取りやすかったです。くあり、商品も充実して手に取りやすかったです。
できればふれあい広場の全てのベンチに屋根できればふれあい広場の全てのベンチに屋根
をつけてほしいです。をつけてほしいです。
バーベキュー場もできると聞いて、楽しみにしバーベキュー場もできると聞いて、楽しみにし
ています。山﨑ています。山﨑さんさんファミリーファミリー（寄居町）（寄居町）

和紙体験は楽しかったです。和紙体験は楽しかったです。
子どもたちに好評だったのは、ふれあい子どもたちに好評だったのは、ふれあい
広場のふわふわドームとオガワソフトです。広場のふわふわドームとオガワソフトです。
近くの分校カフェ・モザートや見晴らしの近くの分校カフェ・モザートや見晴らしの
丘公園も魅力的ですね。丘公園も魅力的ですね。
山内山内さんさんファミリーファミリー（東京都武蔵野市）（東京都武蔵野市）

青野真也青野真也さんさん

香織香織さんさん

山内翼山内翼さんさん

結衣花結衣花さんさん
陽貴陽貴さんさん

陽奈陽奈さんさん
真奈真奈さんさん

莉奈莉奈さんさん

土本 伝統工芸施設長土本 伝統工芸施設長
吉野駅長吉野駅長

たくさんのお越しをたくさんのお越しを
お待ちしていますお待ちしています

手漉き和紙体験手漉き和紙体験
楽しんでください楽しんでください

友人の友人の相田相田さん（さん（坂戸市）坂戸市）

武川武川さんさん親子親子（東小川）（東小川）

  

待望の 町活性化へ向けて
　観光客にインタビュー

Gikai's eye

「道の駅リニューアル」特集は３回目。工期延長など予期せぬ出来

事もあったが、リニューアルオープン後は順調な来場者数となっ

ている。今後は、来場者が町全体を回遊し、町の賑わいにつなが

ることを期待する。施設の維持管理費には費用対効果の視点を忘

れず、まさに「地域活性化の拠点」として、継続できるよう引き

続き注視・議論していく。

地域活性化の拠点へ

観光まんなか！ 町外からの 観光客を町活性化へ生かす
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次ページは「アクションまんなか」特集
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な
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だ
。

と
「
議
員
定
数
の
見
直
し
」。
い
ず
れ
の
取
組
も
い
よ
い
よ
答
申
・
報
告
が
示
さ
れ
た
。
今
、
小
川
町
議
会
は
「
改
革
ど
ま
ん
な
か
」
だ
。

 シリーズ

議員定数検討特別委員会は9回にわたる活発な議論を重ね、下記の報告をまとめた。今後は、全議員で報告を

元に定数の見直しに着手。９月定例会（予定）でその是非を問う。

定数の見直しに向けた

議員定数条例の一部改正へ

こど
も

改 革

ア

クション

観 光

ワークショップ方式による課題の洗い出しなど真剣な議論を重ねた。

地方議会の現状・課題と向き合った講師
（大正大学 江藤教授）を招いての研修会。

議長の諮問に基づき議論を進めてきた議会運営委員会は、6月11日に「地区懇談

会実施について（答申）」を提出した。地区懇談会の実践を担う「広聴特別委員会」

の設置によって、定期・継続的な住民との意見交換の場が生まれる。

地区懇談会の定期開催に向けた

広聴特別委員会の設置へ

Gikai's eye

議員定数の削減は、全国で進む重要かつ難しい議論だ。「議員定数検討特別委員会」

の9回にわたる議論は「初めから削減ありき」ではなかった。

2年後の改選に向けて「何人削減するか」を全議員によって協議決定し、それに伴う

条例改正など次回の町議会議員選挙への準備を進めていく。議員力向上の歩みをさら

に力強くしなければならない。小川町議会は一丸となって自らの改革を進める。

次回の町議会議員選挙へ

地区懇談会実施　（抜粋）

 目的 　「住民から信頼される議会」及び「住

民と共に歩む議会」を体現し「議会の広聴機

能の強化」「議員の資質向上」に資するため。

  実施計画 

（1）�10月下旬〜11月中旬

　　（毎年第3回定例会閉会後）

（2）�4月下旬〜5月中旬

　　（毎年第1回定例会閉会後）

  運営方法 　新たに「広聴特別委員会」の設置

を図り、当該委員会に付託し、検討・対応する。

答　申

議員定数検討特別委員会の報告
⑴結論

議会改革を進めていく前提で、議員定数を16人から削減することが適切と考える。ただし削減数は、

今後、全議員での議論に委ねる。（委員会では1人から2人の意見が多かった）

⑵主な議論

「多様な住民意見を酌み取るために削減は必要ない」「多様な議員の誕生のために、現状の16人は

必要である」「定数削減で、地域や地区からの声や要望を届けられなくなる」「16人いるからでき

るということではない」「議員数ではなく、議会の在り方や一人一人の議員力の向上こそ重要である」

といった議論を重ねる中で、改革・活性化の取組が進んでいることを踏まえ【削減が適切】という

合意に至った。

「議会に」「議員に」
今、何が求められて

いるのか

令和7年1月26日、多様な3グループ
と議員による「プレ地区懇談会」が実
施された。課題・手順・運営の工夫な
ど多くの知見を得ることができた。

プレ地区懇談会から
生まれた議会紹介動画を

アップしました。

小川町議会の紹介

髙橋議長 笠原議会運営委員長
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こど
も

改 革

ア

クション

観 光

令
和
６
年
９
月
〜
令
和
７
年
６
月
の
所
管
事
務
調
査
も
町
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
様
々
な
視
点
や
手
法
で
励
み
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
振
り
返
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
取
組
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

社会福祉協議会の役割と重要性を共有

社協と
勉強会

試行中の路線バス登校に同乗

下里地区
バス登校

「普通救命講習Ⅰ」を全議員で取得

救命
講習

【調査研究のまとめ】

　先進地視察を含め３回の委員会、２回の勉強会を実施した。
　これらの調査結果を踏まえ、デジタル導入の検討と並行して既存業務
の見直しや考え方の変革が必要である。重要なことは「町はどのように
変革したいのか」「どのようなデジタルサービスが住民福祉の向上につ
ながるのか」という徹底した住民目線と、職員の労働環境改善に資する
ことを前提とし、その成果として創出された時間をさらなる町民サービ
スの向上につなげていく必要がある。現状維持に固執することなく「誰

一人取り残さない」との信念を
持ちデジタルによる持続可能な
まちづくりと、町民一人一人の
利便性向上を目指した住民サー
ビスの実現を切に望む。
　今回の調査研究で得られた知
見を活かし、DXに向けた取組
を、議会としても積極的に推進
していきたい。

デジタルによる
持続可能なまちづくり

【先進地視察】

日　　時　令和６年11月11日（月）～12日（火）

場　　所　静岡県小山町、静岡県地震防災センター（静岡市）
出席委員　髙橋さゆり委員長、五十嵐康博副委員長
          笠原規弘、髙橋功人、関根慶則、岡部久志　各委員

【総務常任委員会】

研 究
テーマ

先進的な「DX人材の育成」を視察

【経済建設常任委員会・厚生文教常任委員会】

【調査研究のまとめ】

　先進地視察や、関係課との勉強会・若年女性等へのヒアリングを通じて、消滅可能性自治

体からの脱却と「若年女性に選ばれるまちづくり」について知見を深めた。いずれの地にお

いても、官民問わず、仕事と育児の両立を支える様々なサービスが、子育て家庭を呼び込む

重要な要素となっている。

　現在、町は子育て総合センター「ココット」を拠点に、妊娠期から切れ目のない支援体制

を構築しているところだが、ニーズの高まりや多様化

に触れ、さらなる子育て支援の拡充や質の向上が求め

られている。

　これまで以上に、人口の自然減及び社会減対策を強

化する中で、リニューアルオープンを迎えた「道の駅

おがわまち」をＰＲ拠点とし、当町が有する地域資源

やポテンシャルを最大限に生かした「サスティナブル

かつスマートなまちづくりの推進」を期待する。

若年女性が求める就業機会の創出と

労働参加につながる環境整備

【先進地視察】

日　　時　令和６年10月21日（月）～22日（火）

場　　所　静岡県長泉町、山梨県忍野村

出席委員　経済建設常任委員会：稲村壌治委員長、田端良成副委員長

　　　　　　　　　　　　　　　山口勝士、大戸久一、田中照子　各委員

　　　　　厚生文教常任委員会：髙瀬　勉委員長、鈴木秀尚副委員長

　　　　　　　　　　　　　　　島﨑隆夫、笠原英彦、田中立男　各委員

研 究
テーマ

若年女性に選ばれる町の取組に触れる

部活動の「現状」を見学

部活動
地域移行

事業の進捗状況を「現場」で確認

道の駅
リニューアル

経済建設

持続可能なデマンドタクシーの在り方を議論

公共交通
活性化

経済建設

起業から経営支援まで商工会の役割を共有

商工会と
勉強会

経済建設

国史跡指定から10年。「保存活用」を確認

下里割谷
板碑遺跡

厚生文教

行政・デジタル改革課との研修

DX
推進1

行政のデジタル化の「実態」を確認

DX
推進2

総務 総務

埼玉県庁

小川消防署小川中学校

役場第2委員会室

総務厚生文教厚生文教 厚生文教

活
発
化
す
る
取
組
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

３
常
任
委
員
会「
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
」 



寄
附
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例

今
次
定
例
会
（
６
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
）
で
は
「
物
価
高
騰
対
策
」
や
「
部
活
動
の
地
域
移
行
」
に
係
る
一
般
会
計

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
を
広
げ
る
「
寄
附
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
一
部
改
正
な
ど
、
全
12
議
案

を
審
議
し
ま
し
た
。
主
な
や
り
取
り
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

議
員
が
質た

だ

し
た 

聞
い
て
わ
か
っ
た
私
た
ち
の
町
、
ど
う
な
っ
て
る
？ 

発言全文（小川町
議会会議録）は
９月上旬から町
ホームページで閲
覧できます。

一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次ページは「要望書の提出」ほか

Ｑ
前
回
︵
令
和
５
年
度
︶
行
っ
た
同

補
助
金
事
業
は
、
好
評
に
つ
き
開
始
か

ら
40
日
程
度
で
予
算
枠
に
達
し
た
。
ほ

ぼ
同
額
の
予
算
︵
７
０
６
万
円
︶
が
示

さ
れ
た
が
十
分
か
。
ま
た
﹁
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
﹂
へ
の
効
果
等
は
。

Ａ
予
算
枠
は
、
過
去
の
実
績
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
先
に
進
め
る
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
補
助
金
と
の
バ
ラ
ン

ス
や
、
財
源
と
な
る
国
の
交
付
金
の
有

無
な
ど
の
持
続
性
を
考
慮
し
、
配
分
・

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
省
エ
ネ
推
進

の
重
要
性
を
認
識
す
る
機
会
と
捉
え
、

申
請
状
況
や
効
果
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

Ｑ
当
初
予
算
で
は
対
象
者
に
１
５
０

０
円
の
自
己
負
担
を
求
め
る
内
容
だ
っ

た
が
、
国
の
交
付
金
を
財
源
に
﹁
負
担

な
し
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
﹂
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

Ａ
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
医
療
機
関

で
の
窓
口
払
い
を
無
償
化
に
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
無
償
化
す
る
こ
と
で
、
接
種
率
の

向
上
を
促
し
、
感
染
や
重
症
化
の
予
防

に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
例
年
の
接

種
率
は
約
５
割
で
す
が
、
今
回
の
措
置

で
１
割
程
度
の
接
種
率
向
上
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

公
共
交
通
へ
の
緊
急
支
援

Ｑ
物
価
高
騰
に
よ
る
様
々
な
負
担
増

は
、
公
共
交
通
を
担
う
各
事
業
者
に

と
っ
て
も
死
活
問
題
で
あ
る
。
支
援
の

背
景
等
は
。

Ａ
町
民
の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え

る
公
共
交
通
を
維
持
・
確
保
す
る
こ
と

は
重
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰

や
、
慢
性
的
な
乗
務
員
不
足
な
ど
、
町

内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
及
び
タ
ク

シ
ー
事
業
者
は
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
支
援
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
支
援
の
詳
細
は
。

Ａ
バ
ス
事
業
者
︵
４
路
線
分
︶
に
は
、

事
業
継
続
・
乗
務
員
確
保
の
取
組
に
対

し
計
７
０
０
万
円
と
、
燃
料
費
高
騰
分

と
し
て
３
０
７
万
円
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
て
は
、

１
台
当
た
り
４
万
円
で
16
台
分
の
64
万

円
を
支
援
し
ま
す
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

Ｑ
地
域
移
行
に
向
け
た
﹁
実
証
事
業
﹂

に
係
る
指
導
者
へ
の
謝
金
等
が
示
さ
れ

た
が
、
対
象
等
は
。

Ａ
対
象
と
な
る
ク
ラ
ブ
及
び
指
導
者

数
は
、
最
大
５
ク
ラ
ブ
・
５
人
分
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
県
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
活
動
体
制
整
備
事
業
の
補
助
を

活
用
し
、
土
・
日
い
ず
れ
か
の
活
動
に

対
し
て
、
１
時
間
当
た
り
１
６
０
０
円
・

３
時
間
で
４
８
０
０
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
調
整
中
で
す
が
、
各
中
学
校
や

小
川
高
校
の
教
職
員
・
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
な
ど

へ
の
依
頼
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
実
証
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
。

Ａ
﹁
休
日
﹂
に
お
け
る
部
活
動
を
移

行
可
能
な
部
活
︵
競
技
︶
か
ら
計
画
的

に
進
め
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
７
月
か

ら
取
組
を
開
始
し
、
次
年
度
以
降
も
順

次
、
移
行
に
向
け
た
体
制
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
令
和
10
年
度
に

は
全
て
の
休
日
に
お
け
る
地
域
移
行
の

完
了
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

パ
ト
リ
ア
の﹁
貸
館
﹂
再
開
へ

Ｑ
空
調
の
不
具
合
で
長
ら
く
貸
館
業

務
を
休
止
し
て
い
た
。
再
開
に
向
け
て

個
別
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
係
る
予
算
が

示
さ
れ
た
が
、
詳
細
は
。

Ａ
令
和
６
年
11
月
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
方
向
性
の
１
つ
と
し
て
、
貸
館

業
務
の
早
期
再
開
を
示
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
以
来
、
個
別
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
向
け
て
業
務
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

部
屋
ご
と
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
壁
掛

け
式
や
置
き
型
・
天
井
カ
セ
ッ
ト
型
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
民
か
ら
の
問
合
せ
も
数
多
く
あ
り
ま

す
の
で
、
１
日
も
早
い
貸
館
の
再
開
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
主
な
改
正
内
容
と
そ
の
目
的
等
は
。

Ａ
﹁
町
長
が
適
当
と
認
め
る
事
業
﹂

を
追
加
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
は
充

当
で
き
な
か
っ
た
取
組
に
対
し
、
寄
附

を
募
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
具

体
に
は
﹁
町
が
被
災
し
た
場
合
の
復
旧

に
係
る
経
費
﹂
や
﹁
公
用
施
設
の
整
備
﹂

﹁
防
災
関
連
事
業
﹂
等
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
は
寄
附
金
を
一
度
基
金
に
積

み
、
翌
年
に
財
源
と
し
て
い
た
も
の
を

基
金
へ
積
ま
ず
に
予
算
化
で
き
る
た
め

﹁
寄
附
者
の
思
い
を
早
期
に
実
現
す
る

こ
と
﹂
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
﹁
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
﹂
の
手
法
を
活
用
す
る
こ
と

も
想
定
し
た
改
正
か
。

Ａ
現
時
点
で
、
具
体
的
な
事
業
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
等
も
視
野
に
入
れ
た
内
容
で

す
。
近
年
で
は
、
そ
の
手
法
を
用
い
て

積
極
的
に
財
源
確
保
を
行
う
自
治
体
が

多
数
あ
り
ま
す
。
寄
附
金
の
財
源
と
し

て
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
多
様
な

行
政
需
要
や
、
寄
附
者
の
思
い
に
寄
り

添
っ
た
展
開
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
物
価
高
騰
対
策

学
校
給
食
支
援 

  

１
０
９
９
万
円

　

食
材
費
の
高
騰
分
を
公
費
負
担
と

す
る
。
子
供
や
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
寄
与
。
学
校
給
食
の
量
や
質
の
維

持
に
つ
な
が
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
設
計 

88
万
円

　

小
川
小
学
校
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
と

武
道
館
の
照
明
が
対
象
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
施
設
の
利
用
環

境
の
向
上
と
、
省
エ
ネ
を
実
現
。

定
額
減
税
補
足
給
付
金

１
億
１
９
３
５
万
円

　

令
和
６
年
度
に
実
施
さ
れ
た
定
額

減
税
の
一
環
と
し
て
支
給
。
所
得
税

及
び
住
民
税
か
ら
の
減
税
が
十
分
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
差
額
を
補

填
。

　

支
給
額
↓
所
得
税
分
３
万
円
・
住

民
税
分
１
万
円
が
基
本
。
扶
養
親
族

が
い
る
場
合
は
さ
ら
に
加
算
。

国
の
交
付
金
で
行
う
町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
は

﹁
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促
進
補
助
金
﹂
を
実
施

仕事が休みの土日は、仕事が休みの土日は、
小川中サッカー部や小川中サッカー部や
少年団でコーチをして少年団でコーチをして
います。一緒にサッカーいます。一緒にサッカー
やりましょう！やりましょう！
飯野翼飯野翼さん（大塚二）さん（大塚二）

「子どもたちの希望をかなえる」部活動の環境整備を

12
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

次ページも一般質問

審議した主な議案

公開します 議員の賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他7議案は
全員賛成で原案どおり「承認・可決」しました

議　員　名

議　案　名

田
中 

立
男

関
根 

慶
則

岡
部 

久
志

田
端 

良
成

稲
村 

壌
治

鈴
木 

秀
尚

五
十
嵐
康
博

笠
原 

規
弘

大
戸 

久
一

田
中 

照
子

笠
原 
英
彦

髙
瀬      

勉

髙
橋
さ
ゆ
り

山
口 

勝
士

島
﨑 

隆
夫

髙
橋 

功
人
　
　 

審

議

結

果

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

寄附によるまちづくり条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

税条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

庁舎高圧受変電設備等更新工事請負契約の締結 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

令和７年度一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

一般質問99のの視点視点
皆さんはどのテーマに関心がありますか？

岡
お か べ

部久
ひ さ し

志議員
が町に問う！

Ｑ
熱
中
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作

成
や
、
暑
さ
指
数
の
認
知
度
向
上
が
必

要
と
考
え
る
が
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

適
切
な
情
報
発

信
な
ど
、
引
き
続
き
熱
中
症
予
防
対
策

に
努
め
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
に
つ
い
て
も
研
究
し
ま
す
。
ま
た
、

暑
さ
指
数
の
認
知
度
を
高
め
、
数
値
の

示
す
意
味
へ
の
理
解
を
促
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
高
齢
者
へ
の
効
果
的
な
予
防
を
進

め
る
た
め
の
取
組
は
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

民
生
委
員
等
の

協
力
で
、
啓
発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

物
品
の
配
布
・
エ
ア
コ
ン
の
適
正
利
用
・

こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
に
つ
い
て
周

知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
で
の
見

守
り
や
声
掛
け
が
効
果
的
で
あ
る
た
め
、

地
域
と
の
連
携
を
図
り
熱
中
症
予
防
に

努
め
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

Ｑ
聞
こ
え
づ
ら
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

山
間
部
や

谷
間
な
ど
の
難
聴
区
域
に
つ
い
て
は
、

戸
別
受
信
機
を
設
置
︵
個
人
宅
や
公
共

施
設
55
か
所
︶
し
て
い
ま
す
。
電
話
で

確
認
で
き
る
﹁
音
声
確
認
サ
ー
ビ
ス
﹂

や
﹁
お
が
わ
情
報
メ
ー
ル
﹂
等
で
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

答 

弁
暑
さ
指
数
の
認
知
度

を
高
め
理
解
を
促
し
ま
す

対
策
拡
大
等
へ
の

対
策
拡
大
等
へ
の

考
え
は

考
え
は

熱
中
症
対
策

熱
中
症
対
策

難聴区域に設置されている戸別受信機

全質問項目は小川町ホームページから見られます。議会だよりでは議員ごとに

要約版で掲載。全文（会議録）は令和７年９月上旬に公開予定です。

「歩いて・見て・聴いた」
ことを踏まえ、議員が自
身の提言を交えて町に考
えを質す。
75分間の舌戦！ 投打走の活躍を
見せるオガワギカイ「ナイン」の
勝敗はいかに?!　「一問入魂」の
Q＆Aは必見です！！

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

P19までつづきます！Mini Interviewあなたにとっての
「まんなか」は？

Vol.30

熱中症対策 デマンドタクシーP.15 P.18

買 物 支 援 地域おこし協力隊P.16 P.18

物価高騰対策 財 政 改 革P.16 P.19

部 活 動 学 び の 場P.17 P.19

複合飲食施設P.17

今「ゴルフ」にはまってま

す。五十の手習いです！
（K・Oさん　50歳）

要 望 書 の 提 出

Ａ. �環状1号線の早期開通と延伸➡県土整備部

（継続要望）

環状１号線の開通後は、県道

熊谷小川秩父線に接続しただ

けでは環状線としての機能が

十分果たせません。町道209

号線（旧根古屋線）までの約

300メートルの延伸を要望し

ます。

Ｂ. 学校給食費の無償化➡教育局

（継続要望）

子育て世帯の負担を軽減するとともに、市町村間の財政状況の差異による教育負担の格

差が生じることのないよう、国の財政措置による学校給食費の無償化を要望します。　

　　

Ｃ. 乳幼児医療費対策助成費の拡大➡保健医療部

（新規要望）

「こどもまんなか社会」の実現の一環として「乳幼児医療費対策助成費」の対象年齢を、

通院・入院ともに18歳まで引き上げ、こども医療費の全額負担を要望します。

※�小川町では、県負担（通院：小３まで・入院：中３まで）に上乗せして通院・入院と

もに18歳まで助成しています。

今会期中の全員協議会において、全会一致で埼玉県の各部局に要望書を提出しま
した。

届け！ 小川町民の願い

早期開通に向けて工事が進む「環状１号線」（青山地内）

14
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

情
報
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

用
語
解
説
は
じ
め
関
連
情
報
へ
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
な
ど
﹁
読
者
目
線
﹂
の
編
集
を
心
が
け
ま
す
。

次ページも一般質問

髙
たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

Ｑ
物
価
高
騰
で
、
多
く
の
町
民
か
ら

﹁
生
活
が
苦
し
い
﹂
と
の
声
を
聞
く
が
、

政
策
等
の
進
捗
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

令
和
６
年
12
月

に
国
が
補
正
予
算
措
置
し
た
﹁
個
人
住

民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
﹂
は
、
６
月

末
現
在
で
２
７
５
７
世
帯
に
な
り
ま
す
。

﹁
こ
ど
も
加
算
﹂
は
１
９
９
人
に
支
給

し
ま
し
た
。﹁
定
額
減
税
補
足
給
付
金
﹂

は
令
和
６
年
度
分
所
得
が
確
定
し
、
支

給
額
に
不
足
が
生
じ
た
人
に
給
付
を
行

う
﹁
不
足
額
給
付
﹂
を
準
備
が
整
い
次

第
、
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
当
町
独
自
の
支
援
策
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

令
和
７
年
度
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
﹁
省
エ
ネ
性
能
の
高

い
エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫
の
買
換
え
費
用

の
助
成
﹂﹁
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
費
用
の
助
成
﹂﹁
小
中
学
校
の
学

校
給
食
物
価
高
騰
分
支
援
﹂
な
ど
を
見

込
み
、
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

Ｑ
以
前
ス
モ
リ
バ
の
活
用
に
よ
る
電

子
ク
ー
ポ
ン
事
業
が
あ
っ
た
が
、
考
え

ら
れ
な
い
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

今
後
も
国
の
動

向
を
注
視
し
交
付
金
事
業
等
が
示
さ
れ

た
場
合
に
、
社
会
経
済
状
況
等
を
踏
ま

え
、
有
効
な
施
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
省
エ
ネ
家
電
買
換
え
助

成
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す

当
町
独
自
の

当
町
独
自
の

支
援
策
は

支
援
策
は

物
価
高
騰
対
策

物
価
高
騰
対
策

多くの方が期待している買換え補助

山
やまぐち

口勝
かつ

士
し

議員
が町に問う！

Ｑ
高
齢
者
に
と
っ
て
移
動
販
売
に
よ

る
﹁
手
に
取
っ
て
買
物
が
で
き
る
﹂
こ

と
へ
の
援
助
・
支
援
は
大
切
な
施
策
だ
。

近
隣
の
例
や
企
業
と
の
情
報
交
換
・
協

議
を
進
め
る
中
で
移
動
販
売
の
実
現
を
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

令
和
４
年
11

月
の
高
齢
者
等
実
態
把
握
調
査
に
お
い

て
﹁
日
常
生
活
で
支
援
し
て
も
ら
い
た

い
こ
と
﹂
の
問
い
に
﹁
買
物
﹂
が
上
位

に
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
近
く
ま
で
来
る

移
動
販
売
が
あ
れ
ば
遠
く
ま
で
行
か
な

く
て
も
、
自
分
で
気
軽
に
買
物
が
で
き

ま
す
。
近
隣
自
治
体
の
取
組
状
況
の
調

査
や
、
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
、
社

会
福
祉
協
議
会
等
と
も
連
携
し
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
か
ら
町
な
か
へ
誘
導
を

Ｑ
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
大
き

な
目
標
で
あ
る
﹁
町
な
か
へ
の
誘
導
﹂

実
現
に
向
け
、
具
体
的
な
手
立
て
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

電
動
自
転

車
・
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク

の
貸
出
し
に
よ
る
町
な
か
周
遊
と
﹁
町

内
巡
り
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
﹂

の
開
催
や
町
な
か
施
設
利
用
特
典
付

﹁
道
の
駅
お
が
わ
ま
ち
デ
ジ
タ
ル
会
員

証
﹂
の
発
行
な
ど
、
多
く
の
人
の
町
な

か
へ
の
誘
導
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
社
会
福
祉
協
議
会
等

と
の
連
携
で
検
討
し
ま
す

移
動
販
売
の

移
動
販
売
の

実
現
を

実
現
を

買
物
支
援

買
物
支
援

嵐山町で始まった移動販売車両

笠
かさはら

原規
のりひろ

弘議員
が町に問う！

Ｑ
甲
府
ぐ
る
め
横
丁
︵
山
梨
県
甲
府

市
︶
は
民
間
企
業
が
手
が
け
る
貸
店
舗

型
の
複
合
飲
食
施
設
で
、
人
と
食
を
つ

な
ぐ
魅
力
的
な
空
間
で
あ
る
。
当
町
で

も
積
極
的
な
研
究
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

当
町
で
同

様
の
事
業
を
行
う
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
道

の
駅
の
観
光
客
が
町
内
飲
食
店
へ
足
を

運
ぶ
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
観
光
協
会
は
自
ら
が
稼
ぐ
と
と
も

に
民
間
事
業
者
に
潤
い
を
与
え
る
存
在

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
協

会
を
法
人
化
す
る
目
的
と
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

﹁
道
の
駅
ふ

れ
あ
い
広
場
の
レ
ン
タ
ル
事
業
﹂
や
﹁
水

辺
ｄ
ｅ
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
﹂
な
ど
、拡
大
す
る
事
業
規
模
に
対
応

す
る
た
め
法
人
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

Ｑ
︵
株
︶
ヤ
オ
コ
ー
の
報
道
発
表
に

対
し
て
連
携
等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

創
業
の
地
で
あ

る
当
町
へ
の
思
い
か
ら
今
回
の
取
組
に

つ
な
が
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
今
後
も
ま

ち
づ
く
り
の
様
々
な
施
策
に
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
事
業
を
行
う
に
は

高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す

食
と
人
を
つ
な
ぐ

食
と
人
を
つ
な
ぐ

横
丁
の
研
究
を

横
丁
の
研
究
を

複
合
飲
食
施
設

複
合
飲
食
施
設

沿線で最も早い横丁の研究を

鈴
す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

Ｑ
生
徒
の
多
様
な
希
望
を
か
な
え
る

た
め
に
、
２
つ
の
中
学
が
連
携
す
る
等

の
方
策
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

一
部
で
合
同
部

活
動
や
拠
点
校
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
休
日
の
部
活
動
は
﹁
地
域
ク
ラ
ブ
﹂

へ
の
移
行
に
向
け
て
、
実
証
事
業
を
始

め
ま
す
。

駅
周
辺
の
新
規
店
舗
へ
支
援
を

Ｑ
開
業
後
の
支
援
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

商
工
会
と

観
光
協
会
が
、
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
店
舗
情
報
の
掲
載
・
イ
ベ
ン
ト
参

加
に
よ
る
販
路
拡
大
等
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
商
店
会
が
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
際
に
補
助
金
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
役
場
職
員
に
新
店
舗
の

情
報
を
周
知
し
て
利
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

防
犯
対
策

Ｑ
空
き
巣
や
強
盗
が
増
加
し
て
い
る

が
対
策
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

﹁
防
犯
講

習
会
﹂
や
﹁
こ
ど
も
あ
ん
し
ん
一
一
〇

番
の
家
﹂
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

警
察
署
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
﹁
防
災
行

政
無
線
﹂
や
﹁
お
が
わ
情
報
メ
ー
ル
﹂

で
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

答 

弁
休
日
の
地
域
ク
ラ
ブ

へ
の
移
行
を
進
め
ま
す

生
徒
の
希
望
に

生
徒
の
希
望
に

応
え
る
方
策
は

応
え
る
方
策
は

部
活
動

部
活
動

地域防犯の要「駐在所」

大病を患った私。

今は「家族と過ごす時間」が一番

です。（M・Sさん　60代）
ひとりで泣くことはできるが、ひと

りで笑うことはできない。「出会いを

大切に」したい。（A・Oさん　77歳）

ぼくにとっての真ん中は「勉強」です。

それは勉強することでいろいろな知

識が学べるからです。（O・Tさん　13歳）

「団子３兄弟の真ん中」。自分も間に

挟まれているので親近感があってよ

く聞いていたな。（T・Sさん　30代）
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次ページは「わたしのまんなか」ほか

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

見
出
し
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
記
事
を
読
み
た
く
な
る
見
出
し
を
つ
け
ま
す
。

企業誘致による財源確保を

稲
いなむら

村壌
じょうじ

治議員
が町に問う！

Ｑ
任
期
満
了
を
間
近
に
控
え
た
隊
員

が
定
住
・
定
着
で
き
る
よ
う
、
町
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
て
い
る
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

起
業
・
就
業
を

含
め
て
当
町
に
定
住
・
定
着
で
き
る
か
、

各
課
で
定
期
的
に
面
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
任
期
満
了
を
見
据
え
て
、
資
格
取

得
や
研
修
等
の
費
用
を
活
動
費
と
し
て

認
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
起
業
・
事
業

承
継
支
援
補
助
金
の
周
知
も
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
町
に
と
っ
て
文
字
ど
お
り
﹁
地
域

を
お
こ
し
た
﹂
か
け
が
え
の
な
い
存
在

だ
が
、
連
携
は
取
れ
て
い
る
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

任
期
満
了
後
の

隊
員
と
継
続
的
に
連
携
を
図
る
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ロ
ビ
ー

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
о
で
現
役
隊
員
と
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
月
1
回
程
度
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
そ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
町
主
導
で

行
い
﹁
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
﹂
の
よ
う
な
形

に
で
き
な
い
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

現
状
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
町
も
し
っ
か
り
と
参
加
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
引
き
続
き
定
住
・

定
着
を
図
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

答 

弁
定
住
定
着
に
向
け
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

任
期
満
了
後
の

任
期
満
了
後
の

定
着
は

定
着
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

まちづくりに参画するOB隊員

９年目を迎えたデマンドタクシー

Ｑ
現
行
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、

国
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
ず
に
運
営
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

改
め
て
国
土
交

通
省
関
東
運
輸
局
に
確
認
を
し
ま
し
た

が
、
運
行
形
態
を
変
更
し
て
も
補
助
要

件
が
限
定
的
で
、
補
助
を
受
け
る
こ
と

は
難
し
い
と
の
見
解
で
し
た
。

Ｑ
物
価
高
騰
が
続
く
中
で
の
料
金
値

上
げ
を
、
町
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

持
続
可
能
な
事

業
と
す
る
た
め
に
改
定
し
た
も
の
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
当
町
も
予
約
制
に
で
き
な
い
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

運
行
事
業
者
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
﹁
保
有
す
る
車
両
や

乗
務
員
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
﹂﹁
乗
務

員
の
高
齢
化
や
新
た
な
人
員
の
確
保
﹂

な
ど
の
課
題
か
ら
、
予
約
制
の
導
入
は

難
し
い
と
の
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

Ｑ
乗
降
場
所
は
自
由
と
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
日
・
休
日
の
運
行
や
、
運
行
時

間
の
拡
大
を
求
め
る
が
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

い
ず
れ
も
、
路

線
バ
ス
や
一
般
タ
ク
シ
ー
と
の
競
合
に

配
慮
す
る
た
め
に
設
定
し
た
も
の
で
す
。

運
行
形
態
の
見
直
し
等
は
、今
後
も
﹁
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
﹂
の
中
で
検
証
・

協
議
し
、
よ
り
よ
い
公
共
交
通
施
策
と

な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
補
助
要
件
が
限
定
的
で

難
し
い
と
捉
え
て
い
ま
す

国
の
補
助
金
を

国
の
補
助
金
を

受
け
て
運
営
を

受
け
て
運
営
を

田
た

中
なか

立
たつ

男
お

議員
が町に問う！

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

東中の再編も進む。特色ある教育を

島
しまざき

﨑隆
たか

夫
お

議員
が町に問う！

答 

弁
発
達
段
階
を
理
解
し

適
時
適
切
に
進
め
ま
す

個
の
尊
重
と

個
の
尊
重
と

協
調
性
の
獲
得
は

協
調
性
の
獲
得
は

学
び
の
場

学
び
の
場

田
た

端
ばた

良
よしなり

成議員
が町に問う！

Ｑ
住
民
税
に
替
わ
る
安
定
的
な
財
源

の
確
保
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

人
口
減
少
に
伴

う
住
民
税
額
は
今
後
減
少
の
見
通
し
で

す
。
こ
の
減
少
分
を
補
填
す
る
地
方
交

付
税

が
あ
り
ま
す
が
、
減
少
分
の

全
て
を
補
填
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
の
水
準
で
財
源
を
維
持
す
る
こ

と
は
難
し
い
状
況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
減
少
す
る
住
民
税
に
替
わ
る
財
源

維
持
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

財
源
確
保
の
観

点
で
言
え
ば
、
新
規
設
備
へ
の
投
資
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
増
収
に
留
ま
ら
ず
、

雇
用
創
出
で
働
く
人
が
増
え
る
こ
と
で

住
民
税
の
増
収
に
も
つ
な
が
る
﹁
企
業

誘
致
﹂
に
つ
い
て
、
全
庁
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
歳
出
に
お
い
て
、
今
後
も
経
常
的

経
費
や
義
務
的
経
費

が
増
加
す
る

が
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
る
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

少
子
高
齢
化
に

起
因
す
る
社
会
保
障
関
連
の
義
務
的
経

費
や
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
・
物
価
高

騰
に
よ
る
施
設
の
維
持
管
理
費
は
増
加

傾
向
で
、
現
状
の
ま
ま
で
は
収
支
バ
ラ

ン
ス
は
取
れ
ま
せ
ん
。
財
政
的
に
持
続

可
能
と
な
る
よ
う
財
源
確
保
の
取
組
や

既
存
事
業
の
見
直
し
等
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

答 

弁
今
の
水
準
で
財
源
を

維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

安
定
的
な
財
源

安
定
的
な
財
源

確
保
は

確
保
は

財
政
改
革

財
政
改
革

人件費・公債費・扶助費のこと。公債費は地方債の返済額。
扶助費は法令に基づく社会保障制度の経費。

国が国税の一部を地方に交
付する制度。

Ｑ
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
個

性
を
尊
重
し
た
教
育
が
進
む
一
方
で
、

協
調
性
な
ど
を
身
に
つ
け
る
機
会
が

減
っ
て
い
る
と
危
惧
す
る
。
そ
の
点
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

ゼ
ロ
歳
か
ら
15

歳
ま
で
を
一
貫
と
し
て
捉
え
、
発
達
段

階
を
理
解
し
、
適
時
適
切
な
教
育
を
継

続
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
研
究
・

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は
地
域

の
皆
さ
ん
も
一
役
を
担
っ
て
い
る
が
﹁
通

学
路
の
安
全
確
認
﹂
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

県
や
警
察
署
と

連
携
し
、
５
年
ご
と
に
通
学
路
の
総
点

検
を
行
い
、
計
画
的
に
安
全
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
学
校
施
設
及
び
設
置
器
具
・
樹
木

な
ど
の
安
全
確
保
の
状
況
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

設
置
さ
れ
て
い

る
全
て
の
運
動
器
具
や
敷
地
内
の
樹
木

を
、
毎
月
点
検
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
文
化
財
の
保
護
は
、
過
去
か
ら
将

来
に
継
承
す
べ
き
大
切
な
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
学
び
に
つ
な
げ
る
取
組
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

大
人
・
教
職
員

の
た
め
の
﹁
お
が
わ
学
﹂
講
座
で
、
文

化
財
を
題
材
に
出
前
講
座
等
で
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ものづくりや課題が解けると、達成

感が得られ、面白さとさらなる「チャ

レンジ」が増します。（H・Yさん　60代）

ぼくの真ん中は「家族」です。それは

家にいると安心できるからです。

みんなありがとう。（Ｉ・Sさん　10歳）

バランスですね。何もしないのもダメ。

やりすぎてもダメ。「ちょうどいい」

ことかな。（I・Iさん　50歳）

「激辛ラーメン」にハマっています！

寒くない“北極”です。（T・Mさん　39歳）
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これからも「ズッ友」だよ！
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● 今号の表紙 ●

竹沢小１年生「なかよし６人組」
次の
定例会は

※�日程は変更になる
場合があります。
詳しくは小川町
ホームページへ

山口勝士 委員長
委員長の大役が終わり

ホッと。議会の前向きさ・

委員全員の向上心を

感じてもらえたら

本当にうれしいです。

鈴木秀尚 副委員長
記事づくりには取材がつ

きもの。取材時にお話を

伺う中で、生きがい

や町の課題を知

ることができまし

た。

髙橋功人 発行責任者
１６人で取り組んだ「議

会改革・活性化」の様

子が、紙面を通して

少しでも皆様に感

じていただけたら

幸いです。

岡部久志 委員
人生は学びの連続、し

んどい経験こそ「自分を

磨くチャンス」と捉

え携わった２年間。

委員皆さんの笑

顔に感謝。

髙瀬　勉 委員
汗と涙と寝不足の結晶…

７人のオジサンが２年間で

紡いだ６万4000字。

思えば私の「まんな

か」は「議会だより」

だったのかもし

れない。

関根慶則 委員
編集の難しさを痛感し

た２年間でした。大変お

世話になりました。

読者の皆様にも

御礼申し上げま

す。

田端良成 委員
編集委員を通して、小川

町の良さを再発見し、多

くの人と出会えた

ことが、大きな学

びとなりました。

感謝！

編集委員の
任期を
終えて

　小川町に引越して来て約40年、2人の子どもたち

は今や中年です。

　今、私は自由な時間を持つことができ、いろいろ

なことに興味を持つ性格のため、週１回、日本語ボ

ランティアでネパールの女の子（小学５年生）を担

当していて、彼女の明るさに癒やされています。また、

別の日には「放課後子供教室」で２年生を担当し宿

題を見たり、校庭で遊んだりして若いパワーをもらっ

ています。

　このように動けることに感謝です。健康で動ける

今、わたしのまんなかは「人とのつながり」です。

藤澤矢壽江さん
（中爪グリーンヒル）

人との
つながり

　嫁いで66年。いろいろなことがあった。若さ

と前向きさだけで、家族や人のためにがむしゃら

に挑戦し、苦にならずに動いてきた。気がつけば

近所の方に恵まれ、毎日自分らしく生活を送る「今」

へとつながった。「人を大切にする」それが「わ

たしのまんなか」に、どしんと座っている。

　小川町は住みやすい町だと心から思っている。

若い人が自分の手で「自信」をつかみ、人とつな

がっていく町にさらになっていってほしいなと思っ

ています。

梅澤直子さん
（仲町）

人を
大切に

わたしの「まんなか」

午前10時 開会予定9 2 日（火）〜月


